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1 ．　 は じめに

　筆者は、1994年 か ら留学生 へ の夏季集中日本語 教育

プ ロ グ ラ ム を担当 して い る。開設 か ら10年を迎 え る の

を機に 、これ ま で の 成果 を明 らか に し今 後 の 改善 へ の

指針を得る た めに、2003年度 に 「プ ロ グラム 評価 j を

実施 した 。 そ の 「評価課題」 の
一

っ で ある、参加者 の

満足度評価にお い て 、重要度 と満足度を測る手法を用

い た 。 本発表で はその評価手 法実践の 概要を報告す る。

2 ． 評価対象 プロ グラム

金沢 工 　大学 日本語教
＝tSt

特別プ ロ グラム （KIT−I　ST）2003

度 ・満足度評価 手法 を導入 し た
。

こ の 手法 は 、 民間企

業 の 顧 客満足度調 査や 自治体 の 行 政評 価で活用 され て

い る もの で 、評価項 目の 満足度だ け で なく、そ の 重要

度 も 尋 ね る 形式 で あ る。満足度 自体 の 査 定と言 うよ り、

改善ニ ーズやそ の優先順位 を探る こ とが主眼 で ある。

〈 実施 手順 ＞

　1，回答者が評 価項 目 に っ い て 重要度 と満足 度を査 定

　 2．各評価項 目の 重要度 と満足度の平均値を算定

　 3，平均値 を散布 図にプ ロ ッ ト

　4．ニ
ーズ 度 を算定 （2 種 の 算定式）

参加者 ：米 国協定校学部学生 32名

実施時期 ： 2003年 6月初旬か らの 6週 間

活動内容 ； 日本語 、 日本事情、日本人学生 との 科学技

術プ ロ ジ ェ ク ト、ホ ーム ビ ジ ッ トな ど。

URL ： http ：／／www 、　kanazawa−it，ac ，　jp／ekit ／kit−ijst．htm

3 ．　 留学生 の 満足度に関す る評価概要

評価 目標 2） 学生 の満足度 ： プ ロ グ ラ ム 参加 者 （＝＝留

学生）お よび協力者 は プ ロ グ ラ ム で 得 られ た 成果 に ど

の 程度満足 して い るかを明 らか に する。

評価課題 2．1 留学生はプ ロ グラ ム で得 られた成果に満

足 し て い る か 。

遡

（D プ U グラム で達成 を期待する こ とは何か。

（2）当初 の 期待 は ど の 程度達成 で きた か 。

（3）当初期待 しなか っ た こ とで 、特に何が よ か っ た か 。

（4）プ ロ グラ ム で の 成果に どの程度満足 して い るか。

（5）不満な こ とは何 か。

itpmllglZz22g　ア ン ケ
ー

ト、自 己評価、個人面談、

日本語試験、会話テ ス ト、苦情 ・修理依頼記録

4　 重要度 ・満足度評価 の手法

終了時 の ア ン ケー トの
一

部 （図 1参照）と して、重要

（1）　 ニ ーズ度＝重要度 一満足度

（2）　 ニ ーズ度 ＝ 重要度 × （p
一満足度）

　 　　　 　　 ＊ p は最 大評 価 ポ イ ン ト

　　　　　　 （p
一
満 足度）は 不満度に相当

5．ニ
ーズ 度 の 高 い 順に ラ ン キ ン グ

5 　 今回の結果

　図 3 お よび 4 、表 1 参照

6 ．　 こ の 手 法の メ リ ッ トおよびデ メ リ ッ ト

〈 メ リッ ト〉

・評価お よび分析方法が簡単で ある。
・改善が 必 要な項 目 の 優先順位が明確 で 説得力 が ある

　
一

重要な項 目が優先的 。

〈 デメ リッ ト〉

・回答項 目が多 く な る。
・単独では十分 な情報を得られな い

一
優先順位が主情

報、不満の 内容や 理由は別 の 手法 で調 べ る必 要がある。

7 ， むすび

　プ ロ グ ラ ム 評価の 目的は、主に成果 の アカ ウ ン タ ビ

リテ ィ 獲得 とプ ロ グ ラ ム の 改善 へ の 情報収集で ある。

こ れ らの 目的 に 照 ら して 、こ の 手 法は、改善に向 け て

有用 な情報 を得 る手段 の
一

つ で あ る と言 え る。
杠 金 沢 工 業大 学　基礎教育部

（社）日本 L学教育協会　平成 16年度
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図 1　 評価用紙 （抜粋）
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図 2　 グラ フデー
タの意味するもの
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図 3 　結果 の散布図
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図 4 　 結果の散布 図 （図 3 右上 を拡大）
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表 1 　ニ
ーズ度順の 結果
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本 発 表 は、平 成 15・16年 度科学研究 費補助金 （課題 名 「日

本 語教育 プ ロ グラ ム 評 価モ デル 構 築の た め の 『満足 度』

評価手 法に 関す る研 究」） の 研 究成果 の 一部で ある。

順位 コ
ー

ド 評価項 目 重要度 満 足度 ニ
ーズ 度

LS4 コ ン ピ ュ
ータ貸 出 し 3．683 ．083 ．38

2C31 科技 プ ロ ジ ェ ク ト課題 2，622 ．823 ．08

3C2 科 学 技術 日 本 語 授 業 2．672 ．982 ．73

4C 廴2 日本語 会話 パ ートナー 3．153 ．152 ．67

5G4 王 日本事情授業 3．053 ．152 ．59

6C32 プ ロ ジ ェク トパ ー
トナ

ー 2．983 ．152 ，52

7S31 活動ス ケジ ュ
ー

ル 3．323 ．44 廴．87

8S21 ア パ ー
ト設 備 3．573 ．591 ，47

9S22 宿舎共有施設 3．6L3 ．601 ．43

10S5 日本人 と の 交流機会 3．783 ．681 ．22

11C42 ブ イ
ー

ル ド トリ ツ プ 3．683 ．681 ．18

L2SI 国際交流室対応 2．953 ．551 ，02

13Cl1 目本語 授業 3．393 ．70L ．Ol

14S32 ロ ン グ週 末 3．653 ．760 ．86

平均値 3．293 ．391 ．93

重 要 度、満 足 度＃＝4，0 満点　　ニ
ー

ズ度＝16．D満 点
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